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名古屋下町散歩日和でのまち歩きツアー 

土土
蔵蔵
とと
町町
家家
がが
並並
ぶぶ
川川
伊伊
藤藤
家家  

 

田
中 

清
之 

大船町筋のまちなみ（伊藤家住宅）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飲食店やキャラリーとして新たにオープン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飲食店やギャラリ ーとし て 新たにオープン 

注
目
高
ま
る
円
頓
寺
・
四
間
道
界
隈 

活
気
あ
る
商
店
街
へ
の
再
生
、
町
家
が
並
ぶ

景
観
の
保
存
活
用
な
ど
ゴ
ー
ル
は
ま
だ
先
で
あ

る
が
、
界
隈
に
残
る
下
町
情
緒
や
歴
史
を
感
じ

さ
せ
る
景
観
な
ど
の
魅
力
と
と
も
に
、
ま
ち
づ

く
り
に
一
生
懸
命
取
り
組
む
人
々
が
新
聞
等
で

紹
介
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
な
っ
て
い
る
。 

例
え
ば
、
西
区
役
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
は

十
年
以
上
前
か
ら
「
『
も
の
づ
く
り
文
化
の
道
』

推
進
協
議
会
」
の
事
務
局
と
し
て
、
広
域
エ
リ

ア
で
の
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
や
情
報
発
信

な
ど
の
住
民
活
動
の
支
援
を
し
て
い
る
。
念
願

の
史
跡
表
札
を
設
置
し
た
「
那
古
野
一
丁
目
ま

ち
づ
く
り
研
究
会
」
や
、
年
に
二
回
の
マ
ッ
プ

付
き
無
料
情
報
誌
「
ポ
ゥ
」
を
発
行
す
る
「
縁

側
妄
想
会
議
編
集
室
」
な
ど
の
地
元
住
民
の
活

動
も
五
年
以
上
継
続
し
て
い
る
。
ま
た
、
三
年

前
に
は
界
隈
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
商
店
主
に

建
築
家
や
学
識
者
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
が 

加
わ
り
、「
那
古
野
下
町
衆
（
な
ご
や
し
た
ま
ち

し
ゅ
う
。
以
下
、
那
古
衆
）
」
が
立
ち
上
げ
ら
れ

た
。
こ
の
他
に
も
様
々
な
人
々
に
よ
る
地
道
な

ま
ち
づ
く
り
活
動
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
注

目
が
高
ま
っ
て
い
る
。 

 円
頓
寺
・
四
間
道
界
隈
で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催 

界
隈
で
は
大
小
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
て
い
る
。
昨
年
五
十
五
回
目
を
迎
え
た
円
頓

寺
七
夕
ま
つ
り
を
始
め
と
す
る
商
店
街
中
心
の

イ
ベ
ン
ト
以
外
に
も
、
那
古
衆
が
新
た
に
始
め

た
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
、「
名
古
屋
下
町
散
歩

日
和
」
は
、
過
去
三
年
間
で
計
四
回
実
施
し
て

い
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
歴
史
的
な
町
並
み
や

下
町
レ
ト
ロ
を
普
段
以
上
に
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
着
物
の
着
付
け
教
室
や
お
茶
会
、

路
上
ラ
イ
ブ
な
ど
で
来
訪
者
を
も
て
な
し
て
い

る
。
そ
の
も
て
な
し
の
一
つ
で
あ
る
着
物
来
店

者
へ
の
特
典
サ
ー
ビ
ス
は
、
「
円
頓
寺
・
四
間
道

界
隈
着
物
日
和
」
と
し
て
毎
月
（
第
一
土
日
）

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
継
続
し
て
い
る
。 

ま
た
、
こ
の
界
隈
以
外
で
活
動
す
る
団
体
な

ど
か
ら
も
、
イ
ベ
ン
ト
実
施
の
相
談
が
多
く
寄

せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
ナ
ゴ

ヤ
」
に
よ
る
一
箱
古
本
市
や
近
隣
企
業
に
よ
る

エ
コ
イ
ベ
ン
ト
、
学
生
に
よ
る
円
頓
寺
映
画
祭

な
ど
が
最
近
に
な
っ
て
新
た
に
始
め
ら
れ
た
。 

 円
頓
寺
・
四
間
道
界
隈
で
の
空
き
店
舗
対
策 

注
目
が
高
ま
る
に
つ
れ
、
出
店
を
考
え
る
人

も
多
く
現
れ
て
き
て
い
る
。
空
き
店
舗
を
減
ら

す
こ
と
は
那
古
衆
設
立
目
的
の
一
つ
で
も
あ
り
、 

そ
の
一
部
が
「
ナ
ゴ
ノ
ダ
ナ
バ
ン
ク
」
と
し
て

出
店
希
望
者
と
家
主
を
つ
な
ぐ
試
み
が
な
さ
れ

て
い
る
。
家
主
の
情
報
や
意
向
を
い
か
に
把
握

す
る
の
か
、
両
者
の
間
に
入
り
、
ど
こ
ま
で
関

与
す
べ
き
か
な
ど
課
題
は
あ
る
も
の
の
、
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
昨
年
は
三
店
舗
が
オ
ー
プ
ン
す

る
に
至
っ
た
。
な
お
、
そ
の
一
つ
の
店
舗
で
は

高
齢
の
家
主
が
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
一

階
の
一
部
分
の
み
を
賃
借
し
て
い
る
。
自
分
の

孫
が
開
店
し
た
か
の
よ
う
に
活
き
活
き
と
近
所

の
人
に
Ｐ
Ｒ
す
る
家
主
の
姿
や
、
地
域
に
早
く

溶
け
込
む
こ
と
が
で
き
て
い
る
出
店
者
の
様
子

を
見
る
と
、
家
主
と
出
店
者
の
新
た
な
関
係
性

が
構
築
さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
橋
渡
し
役
を

担
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。 

 今
後
の
ま
ち
づ
く
り 

イ
ベ
ン
ト
開
催
に
限
ら
ず
、
地
元
の
力
だ
け

で
は
限
界
が
あ
り
、
外
部
と
協
力
・
連
携
し
な

が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
い
か
に
重

要
で
あ
る
か
を
改
め
て
感
じ
る
。
空
き
店
舗
対

策
に
関
し
て
は
出
店
希
望
者
と
家
主
を
つ
な
ぐ

だ
け
で
は
な
く
、
今
後
地
域
が
求
め
る
機
能
の

導
入
を
図
る
必
要
も
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
築
年
数
の
古
い
建
物
も
あ
り
、
個
々
の
建

物
に
お
け
る
改
装
や
改
築
、
建
替
え
に
限
ら
ず
、

協
調
・
共
同
建
替
え
な
ど
近
所
の
人
と
協
力
し

て
建
物
や
ま
ち
の
改
善
を
図
る
こ
と
も
こ
れ
か

ら
必
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

注
目
が
集
ま
る
こ
の
機
を
逃
さ
ず
に
、
今
ま

で
以
上
に
関
係
者
が
団
結
し
て
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る 

 

    

城
下
町
時
代
の
面
影
を
残
す
伊
藤
家
住
宅 

名
古
屋
市
指
定
の
四
間
道
町
並
み
保
存
地
区

の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
歴
史
文
化
的
価
値
の

高
い
伊
藤
家
住
宅
を
紹
介
す
る
。
伊
藤
家
の
先

祖
は
、
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
に
大
船
町

に
移
住
し
た
清
須
越
商
人
で
、
茶
屋
町
の
伊
藤

家
（
後
の
松
坂
屋
）
と
区
別
し
て
、
「
川
伊
藤
」

と
呼
ば
れ
、
江
戸
時
代
に
は
尾
張
藩
の
御
用
商

人
を
務
め
た
。
伊
藤
家
住
宅
は
、
大
船
町
筋
西

側
に
、
南
か
ら
南
座
敷
、
本
家
、
新
座
敷
か
ら

な
る
主
屋
と
、
中
庭
を
は
さ
ん
で
蔵
、
新
土
蔵
、

西
蔵
、
細
工
蔵
と
が
あ
る
。
ま
た
、
大
船
町
筋

東
の
堀
川
に
面
し
た
側
に
は
、
表
倉
が
残
っ
て

い
る
。
大
船
町
通
り
の
両
側
が
敷
地
で
あ
り
、

東
は
蔵
を
通
し
て
堀
川
に
面
し
、
西
は
四
間
道

に
接
し
、
堀
川
の
水
運
を
利
用
し
て
家
業
を
営

ん
だ
堀
川
筋
商
家
の
典
型
例
と
さ
れ
る
姿
を
残

し
て
い
る
た
め
、
住
宅
は
愛
知
県
指
定
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

 

          

歴
史
的
ま
ち
な
み
景
観
と
し
て
の
伊
藤
家
住
宅 

大
船
町
筋
か
ら
眺
め
る
と
、
平
入
り
切
妻
屋

根
で
、
二
階
の
階
高
が
低
い
厨
子
（
つ
し
）
二

階
建
て
で
あ
る
。
屋
根
は
粘
土
製
桟
瓦
、
外
壁

は
、
一
階
の
腰
下
部
は
下
見
板
張
、
腰
上
部
は

黒
漆
喰
壁
で
、
二
階
は
柱
と
桁
を
外
に
見
せ
る

真
壁
造
で
、
両
端
は
黒
漆
喰
壁
で
あ
る
。
一
階

開
口
部
は
、
千
本
格
子
付
き
ガ
ラ
ス
障
子
、
二

階
開
口
部
は
、
ガ
ラ
ス
障
子
付
き
格
子
窓
で
仕

上
げ
ら
れ
て
い
る
。 

     

本
家
の
下
屋
庇
は
、
北
側
に
そ
の
ま
ま
延
長

さ
れ
、
ま
ち
な
み
が
連
続
す
る
よ
う
に
整
え
ら

れ
て
い
る
。
南
側
に
あ
る
南
座
敷
は
、
平
屋
建

て
の
た
め
、
二
階
に
壁
を
設
け
、
格
子
窓
と
黒

漆
喰
壁
を
交
互
に
繰
り
返
す
構
成
と
し
外
観
を

統
一
し
て
い
る
。
千
本
格
子
と
格
子
窓
、
黒
漆

喰
壁
と
統
一
さ
れ
た
外
観
に
な
っ
た
の
は
、
文

政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
板
茸
で
あ
っ
た
大
屋

根
を
瓦
葺
に
葺
き
な
お
し
、
表
の
格
子
窓
と
千

本
格
子
、
戸
障
子
を
整
備
し
、
さ
ら
に
前
面
の

土
庇
を
室
内
に
取
り
込
ん
で
縁
側
と
し
、
そ
の

外
側
に
千
本
格
子
付
き
障
子
を
ま
わ
し
た
時
と

さ
れ
て
い
る
。 

個
人
所
有
の
住
宅
で
あ
る
た
め
建
物
内
部
は

非
公
開
だ
が
、
「
く
ど
」
や
吹
き
抜
け
の
あ
る
土

間
な
ど
昔
の
生
活
や
文
化
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
。
中
庭
を
挟
ん
で
四
棟
の
土
蔵
が
あ
る
が
、

そ
の
う
ち
の
西
倉
、
新
土
蔵
、
細
工
倉
は
、
敷

地
西
側
の
通
り
で
あ
る
四
間
道
に
面
し
て
い
る
。

数
奇
屋
造
の
表
座
敷
と
表
庭
、
書
院
造
の
新
座

敷
、
二
畳
台
目
の
茶
室
が
あ
る
南
座
敷
な
ど
、

よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
。 

歴
史
的
建
造
物
の
保
存
・
活
用
の
重
要
性
が

再
認
識
さ
れ
る
中
、
伊
藤
家
住
宅
を
始
め
と
す

る
四
間
道
地
区
の
歴
史
文
化
的
ま
ち
づ
く
り
が

期
待
さ
れ
る
。 

円円
頓頓
寺寺
・・
四四
間間
道道
界界
隈隈
のの
まま
ちち
づづ
くく
りり  

山
崎 

崇 

最
近
、
新
聞
や
雑
誌
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
「
円
頓
寺
商
店
街
」
、
「
四
間
道
」
と
い
う

言
葉
を
よ
く
目
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
超
高
層
ビ
ル
の
立
ち
並
ぶ
名
駅
地
区
の
す

ぐ
北
東
、
下
町
情
緒
を
残
す
「
円
頓
寺
商
店
街
」
と
土
蔵
・
町
家
が
残
る
「
四
間
道
」

で
は
、
小
規
模
で
は
あ
る
も
の
の
様
々
な
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
か
つ
て
の

空
き
店
舗
や
空
き
家
が
新
し
い
店
舗
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
、
ま
ち
を
訪
れ
る
人
が
増

え
る
と
い
っ
た
小
さ
な
変
化
が
起
き
始
め
て
い
る
。 


